
中 日 会 報平成30年８月１日 第 189 号�1

目　次

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p

公益社団法人中部日本書道会
編　集　事務局編集部
〒450-0002　名古屋市
中村区名駅二丁目45-19
桑 山ビル ８ 階Ｃ号 室
電　話（583）１９００番
ＦＡＸ（583）１９１０番
http://www.cn-sho.or.jp
i n f o@ c n - s h o . o r . j p
印　刷 株式会社 荒川印刷

　

会
員
の
み
な
さ

ん
、
本
日
は
誠
に

も
っ
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
日
書
道
展
の
ご

入
賞
、
ご
入
選
、

ま
た
樽
本
樹
邨
先
生
に
は
東
海
テ
レ
ビ
文
化
賞
ご

受
賞
、
安
藤
滴
水
先
生
に
は
愛
知
県
教
育
文
化
功

労
者
表
彰
ご
受
章
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
の
ご
努
力
、
ご
研
鑽
の
結
果
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
日
こ
こ
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
来
賓
の
方
々
に
も
篤
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
六
月
か
ら
、
関
根
玉
振
理
事
長
の
も
と

新
体
制
で
行
事
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
役
員
の
み
な
さ
ん
が
関
根
理
事
長
を

支
え
、
も
り
立
て
て
書
道
展
を
始
め
と
し
て
様
々

な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ご
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
満
八
十

七
歳
に
な
り
ま
し
た
。
本
日
は
、
昨
年
と
同
様
に

八
十
八
歳
の
ご
長
寿
の
お
祝
い
の
か
た
も
元
気
に

ご
出
席
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
私
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
、
政
界
を

し
っ
か
り
と
見
て
い
か
な
く
て
は
、
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
書
道
は
、
世
界
に
誇
る
べ
き
文

化
で
あ
り
ま
す
。
書
道
を
み
な
さ
ん
は
一
生
懸
命

学
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
加

え
て
、
日
本
の
書
道
文
化
を
、
後
世
に
ま
で
伝
え
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
も
、
ま
た
大
切
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
世
界
無
形
文
化
遺
産
」
の

登
録
を
め
ざ
し
て
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
働
き
か
け
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
是
非
と
も
ご
理

解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

団
体
署
名
実
施
協
力
中

名
誉
会
長
　
海
部
俊
樹

名
誉
会
長
あ
い
さ
つ

―
祝
賀
懇
談
会
祝
辞
よ
り
―

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
恙
無
く
ご
活

躍
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

　

先
日
の
、
第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
、
そ
し
て

併
催
さ
れ
ま
し
た
「
愛
知
県
・
江
蘇
省
友
好
書
道

展
」
に
於
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
お
陰
で
、
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
都
合
に
よ
り
通
常
と
異
な
る
展
覧

会
場
と
な
り
戸
惑
い
も
有
り
ま
し
た
が
、
諸
先
輩

並
び
に
役
員
、
会
員
、
協
賛
会
員
の
皆
様
が
「
一

致
団
結
」
し
て
運
営
・
事
業
推
進
を
行
っ
た
結
果
、

無
事
に
終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
長
年
に
亘
り
育
ま
れ
た
、
叡
智
と

伝
統
を
継
承
し
、
守
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
中
日
書

道
会
な
ら
で
は
の
こ
と
と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
に
於
い
て
、

入
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今

一
歩
の
と
こ
ろ
で
願
い
が
叶
わ
な
か
っ
た
方
も
お

い
で
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
悲
喜
こ
も

ご
も
の
思
い
を
巡
ら
す
入
賞
結
果
で
は
あ
り
ま
す

が
、
心
を
込
め
て
書
か
れ
た
作
品
へ
の
努
力
は
、

間
違
い
な
く
ご
自
身
の
中
に
、
一
つ
一
つ
蓄
積
さ

れ
、
花
開
く
た
め
の
、
大
切
な
素
養
と
成
っ
て
お

り
ま
す
。
入
賞
さ
れ
た
皆
様
も
含
め
、
慶
び
や
悔

し
さ
の
気
持
ち
と
は
別
に
、
今
一
度
足
元
を
見
つ

め
直
し
、
更
な
る
高
見
を
目
指
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
私
も
、
理
事
長
を
拝
命
し
て
一
年

が
経
ち
、
不
安
を
抱
え
て
船
出
し
た
こ
と
が
思
い

起
こ
さ
れ
ま
す
。
役
員
、
事
務
局
の
先
生
方
と
共

に
、
公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
を
纏
め
、

事
業
の
推
進
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
経
験
が
、

私
自
身
の
人
生
勉
強
と
し
て
、
大
き
な
宝
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
中
日
書
道
会
が
企
画
し
て
お
り

ま
す
書
道
教
育
研
修
・
公
開
講
座
・
壽
書
展
等
を

通
じ
て
、
書
技
の
向
上
や
人
生
の
楽
し
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
お
役
だ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。
今
後
と
も
本
会
事
業
へ
の
ご
参
加
、
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

関
根
玉
振

樽本樹邨名誉会長代行による
会長祝辞代読

1　

�

名
誉
会
長
あ
い
さ
つ
・
理
事
長
あ
い
さ
つ

2　

�

平
成
三
十
年
度 

総
会
・
本
会
功
労
者
表
彰

　
　

第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
入
賞
・
入
選
者

　
　

�

樽
本
樹
邨
名
誉
会
長
代
行 

第
四
十
九
回
東
海
テ
レ
ビ

文
化
賞
受
賞

　
　

�

安
藤
滴
水
名
誉
副
会
長 

第
六
十
九
回
愛
知
県
教
育
文

化
功
労
者
表
彰

3　

�

平
成
三
十
年
度　

功
労
者
・
感
謝
状
・
長
寿
者
表
彰

　
　

祝
賀
懇
談
会
ご
来
賓
出
席
者
名
簿

4　

�『
愛
知
県
・
江
蘇
省
友
好
書
道
展
・
交
流
昼
食
会
』
開
催

6　

第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
概
要

7　

第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
を
観
て

�

―
―
技
法
と
表
現
の
均
衡
―
―　

�

名
誉
顧
問　

西
嶋
慎
一
先
生
評

8　
「
中
部
の
書
」
の
象
徴
を
見
る

�

名
誉
顧
問　

田
宮
文
平
先
生
評

9　

第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
審
査
総
評

�　

受
賞
者
紹
介　

海
部
俊
樹
賞
・
大
賞
・
準
大
賞

�　

中
日
賞
・
桜
花
賞
寸
評

�　

そ
の
他
の
入
賞
者
名

�　

第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
当
番
審
査
員

�　

第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
を
終
え
て

�　

平
成
三
十
年
度
第
一
回
理
事
会
・
総
会
開
催

�　

平
成
三
十
年
度
総
会
議
案
書
（
抜
粋
）

�　

�

平
成
三
十
年
度
公
開
講
座
の
ご
案
内
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平成30年度 総会・本会功労者表彰
　第68回中日書道展入賞・入選者
　　樽本樹邨名誉会長代行 第49回東海テレビ文化賞受賞
　　　安藤滴水名誉副会長 第69回愛知県教育文化功労者表彰

祝
賀
懇
談
会
を
開
催
し
て

厚
生
部
長
　
古
　
川
　
昇
　
史

　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
四
日
（
日
）、

ホ
テ
ル
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
天
空
の
間

に
於
い
て
平
成
三
十
年
度
総
会
、
第
六

十
八
回
中
日
書
道
展
祝
賀
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
前
に
演
奏
さ
れ
た
、
弦
楽
三

重
奏
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
・
チ
ェ

ロ
）
の
美
し
い
調
べ
の
余
韻
の
中
で
、

松
下
英
風
副
理
事
長
の
開
会
の
言
葉
で

盛
大
な
る
祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
ご
都
合
で
欠
席
さ
れ
ま
し
た

海
部
俊
樹
名
誉
会
長
よ
り
の
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
樽
本
樹
邨
名
誉
会
長

代
行
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。「
日
本
の

書
道
は
世
界
に
誇
る
文
化
で
す
。
後
世

に
伝
え
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
世
界
無

形
文
化
遺
産
の
登
録
を
め
ざ
し
て
お

り
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。」と
の
お
言
葉
を
賜
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
皆
様
を
代
表
し

て
、
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
総
長
神

田
真
秋
様
よ
り
、「
中
日
書
道
会
の
先

生
方
を
中
心
と
す
る
日
本
の
書
の
作
品

は
堂
々
と
し
て
、
日
本
の
精
神
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。」と
の
お
言
葉

を
戴
き
ま
し
た
。
次
に
、
中
日
新
聞
社

常
任
顧
問
小
山
勇
様
よ
り
、「
日
中
合

同
書
展
の
よ
う
な
民
間
が
中
心
と
な
っ

た
文
化
交
流
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
若
い
人
が
中
心
と
な
っ

て
書
道
芸
術
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
。」
又
書
道
文
化
研
究
家
の
西
嶋
慎

一
様
よ
り
は
、「
書
道
は
日
本
の
文
化

の
心
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
る
み
な
さ
ん

に
は
、
自
分
の
日
々
の
歩
み
に
自
信
を

も
っ
て
大
い
に
書
道
文
化
が
日
本
の
社

会
に
存
在
す
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
熱
い
お
言
葉
を

戴
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
ご
出
席
者
二
十
名

の
ご
紹
介
の
後
、
こ
の
度
第
四
十
九
回

東
海
テ
レ
ビ
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
樽
本
樹
邨
名
誉
会
長
代
行
に
、
東

海
テ
レ
ビ
放
送
取
締
役
事
業
局
長
山

口
貢
様
よ
り
花
束
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
第
六
十
九
回
愛
知
県
教

育
文
化
功
労
者
表
彰
さ
れ
ま
し
た
安

藤
滴
水
名
誉
副
会
長
に
神
田
真
秋
様

よ
り
花
束
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
東
海
テ
レ
ビ
放
送
山
口
貢

様
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
祝
宴
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

四
名
の
皆
さ
ん
に
、
樽
本
樹
邨
名
誉
会

長
代
行
よ
り
お
花
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ご
健
康
で
益
々
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

二
時
間
余
の
宴
も
、
伊
藤
仙
游
副
理

事
長
の
閉
会
の
辞
に
よ
り
、
九
一
九
名

の
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た
祝
賀
懇
談
会

を
盛
大
な
う
ち
に
無
事
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

愛知県芸術文化センター総長
神田真秋様ご祝辞

中日新聞社　常任顧問
小山勇様ご祝辞

書道文化研究家
西嶋慎一様ご祝辞

弦楽三重奏 祝賀懇談会風景
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祝
賀
懇
談
会
ご
来
賓
出
席
者
名
簿

本
会
名
誉
顧
問

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
総
長

神
田
真
秋
様

本
会
名
誉
顧
問

衆

議

院

議

員

（
代
理
　
朝
日
将
貴
様
）

江
崎
鐵
磨
様

本
会
名
誉
顧
問

衆

議

院

議

員

近
藤
昭
一
様

本
会
名
誉
顧
問

中
日
新
聞
社
常
任
顧
問

小
山
　
勇
様

本
会
名
誉
顧
問

書

道

文

化

研

究

家

西
嶋
慎
一
様

徳
川
美
術
館
学
芸
部
長

四
辻
秀
紀
様

本
会
名
誉
顧
問

中
部
電
力
株
式
会
社 

元
代
表
取
締
役
会
長

太
田
宏
次
様

中
日
新
聞
社
取
締
役
事
業
担
当

鷲
見
　
卓
様

中
日
新
聞
社
事
業
局
長

加
藤
宏
幸
様

中

日

新

聞

社

事
業
局
文
化
事
業
部
長

寺
尾
晶
子
様

中

日

新

聞

社

事
業
局
文
化
事
業
部

小
河
敦
史
様

中

日

新

聞

社

文

化

芸

能

局

次

長

尾
久
充
弘
様

中

日

新

聞

社

文
化
芸
能
局
文
化
セ
ン
タ
ー
部
次
長

佐
竹
裕
幸
様

中

日

新

聞

社

常
務
取
締
役
広
告
担
当

井
戸
義
郎
様

中

日

新

聞

社

広

告

局

長

後
藤
基
夫
様

中

日

新

聞

社

広
告
局
広
告
二
部
長

山
田
雄
一
様

東

海

テ

レ

ビ

放

送

取

締

役

事

業

局

長

山
口
　
貢
様

東
海
テ
レ
ビ
放
送
事
業
局

ゼ
ネ
ラ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

加
藤
昭
宏
様

司

法

書

士

輿
水
城
治
様

税

理

士

谷
田
義
弘
様

（
順
不
同
）
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改
組 

新 

第
五
回 

日
展
　
審
査
員

�

理
　
事
　
　
梶

山

夏

舟

先
生

�

（
新
審
査
員
）

平
成
三
十
年
度

功
労
者
・
感
謝
状
・
長
寿
者
表
彰

功
労
者
表
彰

　
理
事
長
退
任

　
　

常
任
顧
問	

伊
藤　

昌
石 

氏

　
副
理
事
長
退
任

　
　

常
任
顧
問	

松
永　

清
石 

氏

　
物
故
者

　
　

常
任
顧
問	

黒
野　

清
宇 

氏

　
　

常
任
顧
問	

中
島　

藍
川 

氏

感
謝
状
表
彰

　
理
事
退
任

　
　

顧　
　

問	
上
田　

賦
草 

氏

　
　

顧　
　

問	

近
藤　

浩
乎 

氏

　
　

顧　
　

問	

佐
藤　

慶
雲 

氏

　
　

顧　
　

問	

富
田　

栄
楽 
氏

　
　

顧　
　

問	

中
野　

玉
英 
氏

　
部
長
退
任

　
　

前
厚
生
部
長	

小
島　

瑞
柳 

氏

　
　
前
第
二
会
員
部
長	

山
田　

杏
華 

氏

　
支
部
長
退
任

　
　
前
一
宮
支
部
長	

岩
田　

澗
流 

氏

　
　
前
岐
阜
支
部
長	

林　
　

玲
玉 

氏

第
四
十
九
回

　
東
海
テ
レ
ビ
文
化
賞

　
　
　
　
　
　
ご
受
賞

　
名
誉
会
長
代
行

樽
本
樹
邨
先
生

第
六
十
九
回

　
愛
知
県
教
育
文
化

　
　
　
　
功
労
者
表
彰

　
名
誉
副
会
長

安
藤
滴
水
先
生

新
名
誉
顧
問

　
　
愛
知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー�

大
参　

澄
夫 

氏

　
　

セ
ン
タ
ー
長

　
　

名
古
屋
市
博
物
館
館
長�

三
芳　

研
二 

氏

ご長寿お祝　顕彰者の皆様

平成30年度　功労者表彰

ご
長
寿
お
祝
い
顕
彰
者

�

〈
出
席
者
の
み
〉

　

平
成
二
十
九
年
度
中
に
八
十
八

歳
に
な
ら
れ
た
方
々

評
議
員�

河
合　

桂
舟 

氏

評
議
員�

野
々
垣
清
城 

氏

評
議
員�

本
田　

秀
岳 

氏

準
会
員�

飯
田　

楽
舟 

氏
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『
愛
知
県
・
江
蘇
省
友
好
書
道
展
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
昼
食
会
』
開
催

�

事
務
局
長
　
大
　
池
　
青
　
岑

　

大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
の
肝
煎
で
企
画
さ
れ
た

「
愛
知
県
・
江
蘇
省
友
好
書
道
展
」
が
、
六
月
十
九

日
か
ら
二
十
四
日
、
電
気
文
化
会
館
に
お
い
て
中

日
書
道
展
と
会
場
を
同
じ
く
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
秋
中
国
南
京
市
で
開
催
さ
れ
た
書
道
展
を

愛
知
県
で
も
と
、
中
国
作
品
六
十
点
、
日
本
側
作

品
六
十
点
、
そ
れ
に
県
内
の
子
供
た
ち
に
よ
る
八

つ
切
り
作
品
六
十
点
を
加
え
総
計
百
八
十
点
の
展

観
と
な
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
空
の
も
と
、
初
日
の
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
始
ま
っ
た
開
会
式
で
は
、
主
催
者
側
と
し
て
大

村
秀
章
知
事
、
神
田
真
秋
国
際
交
流
協
会
会
長
、

樽
本
樹
邨
本
会
名
誉
会
長
代
行
、
風
岡
五
城
東
海

書
道
藝
術
院
会
長
、
そ
し
て
来
賓
と
し
て
鈴
木
喜

博
愛
知
県
議
会
副
議
長
、
鄧
偉
在
名
古
屋
総
領

事
館
総
領
事
、
奥
村
悠
二
日
中
友
好
愛
知
県
議
員

連
盟
会
長
、
片
桐
清
高
愛
知
県
政
功
労
者
協
会
会

長
、
来
日
の
孫
暁
雲
江
蘇
省
美
術
館
名
誉
館
長
、

李
嘯
江
蘇
省
美
術
館
副
館
長
、
孫
艶
江
蘇
省
美
術

館
財
務
部
主
任
の
列
席
の
も
と
、
本
会
か
ら
の
出

品
者
お
よ
び
会
員
な
ど
会
場
入
り
口
を
埋
め
尽
く

し
ま
し
た
。
大
村
知
事
、
孫
暁
雲
氏
、
鈴
木
副
議

長
、
鄧
総
領
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
司
会
か
ら
展

覧
会
の
案
内
と
祝
電
披
露
が
あ
り
、
列
席
の
十
名

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
ホ
テ
ル
ナ
ゴ
ヤ

キ
ャ
ッ
ス
ル
に
移
動
し
、
愛

知
県
の
関
係
者
、
書
道
展
出

品
者
な
ど
百
八
名
の
参
加

に
よ
る
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
鬼
頭
翔
雲
本
会
名
誉
副
会
長
、
風
岡
東

書
藝
会
長
、
李
副
館
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
孫
名
誉

館
長
か
ら
「
書
道
千
穐
」
の
作
品
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
村
知
事
に
よ
る
乾
杯
が
あ
り
、
一
時

間
ほ
ど
歓
談
の
後
、
中
国
側
二
名
（
孫
名
誉
館
長

は
「
書
以
載
道
」、
李
副
館
長
は
「
臥
石
聴
泉
」
と

「
金
聲
玉
振
」）
日
本
側
二
名
（
安
藤
本
会
名
誉
副

会
長
は
自
詠
の
句「
墨
の
香
に
…
」、
安
藤
清
舟
東

書
藝
副
会
長
は
「
和
気
満
堂
」）
に
よ
る
席
上
揮
毫

が
行
わ
れ
交
流
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
書
道
を

通
じ
て
の
日
中
友
好
交
流
が
成
功
裏
に
実
現
さ
れ

ま
し
た
。

樽本樹邨名誉会長代行によるテープカット

大村秀章愛知県知事挨拶

友好書道展風景
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鬼頭翔雲名誉副会長昼食会挨拶

昼食会風景

席上揮毫作品 安藤滴水名誉副会長による交流揮毫

愛
知
県
・
江
蘇
省
友
好
交
流
昼
食
会
挨
拶

�

名
誉
副
会
長
　
鬼
　
頭
　
翔
　
雲

　

尊
敬
す
る
孫
暁
雲
先
生
、
尊
敬
す
る
李
嘯
先

生
、
尊
敬
す
る
孫
艶
先
生
、
そ
し
て
親
愛
な
る
ご

在
席
の
皆
様
、「
愛
知
県
・
江
蘇
省
友
好
書
道
展
」

〈
愛
知
県
展
〉の
開
催
に
あ
た
り
中
日
書
道
会
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
友
好
書
道
展
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

四
〇
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
中
国
展
は
既
に
昨
年
十
一
月
に
江
蘇
省
南

京
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
私
共
、

中
日
書
道
会
か
ら
六
十
五
名
の
会
員
が
開
幕
式
に

参
加
致
し
ま
し
た
。
式
典
そ
し
て
交
流
会
で
は
熱

烈
歓
迎
、
そ
し
て
、
心
温
ま
る「
お
も
て
な
し
」を

受
け
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
日
開
催
初
日
を
迎
え
ま
し
た
こ
の
友
好
書
道

展
会
場
で
は
本
会
主
催
の
第
六
十
八
回
中
日
書
道

展
が
併
せ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
三
会
場
を
使
用

し
、
四
〇
〇
〇
点
を
上
回
る
作
品
が
展
観
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

私
共
、
中
日
書
道
会
は
二
〇
〇
五
年
に
開
催
さ

れ
た
日
本
・
愛
知
万
博
に
お
い
て
「
世
界
の
Ｓ
ｈ

ｏ
・
日
本
の
書
」
と
銘
打
っ
て
、
中
国
・
韓
国
・

日
本
の
三
国
で
合
同
書
展
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

更
に
本
会
で
は
二
〇
一
四
年
、
創
立
八
〇
周
年

を
記
念
し
、「
い
っ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
懸
命
・
楽
し
い
書
！
」

と
銘
打
っ
て
こ
の
名
古
屋
市
に
お
い
て
大
々
的
に

「
書
の
祭
典
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
化
が
加
速
し
て
お
る
現
代
、
文
字
を
書
く

と
い
う
所
作
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
私
ど
も

は
、
こ
れ
ら
の
諸
行
事
を
通
じ
て
書
の
魅
力
、
書

の
意
義
、
書
の
重
要
性
を
社
会
に
発
信
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

本
日
は
書
道
源
流
の
地
、
中
国
か
ら
お
客
様
を

お
招
き
し
て
の
催
し
で
あ
り
ま
し
て
、
意
義
も
一

層
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
世
々
代
々
に
わ
た
る
友
好
の

促
進
と
、
芸
術
文
化
の
一
層
の
交
流
を
心
か
ら
願

う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

孫
暁
雲
先
生
、
李
嘯
先
生
、
孫
艶
先
生
に
は
日

本
の
初
夏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
一

層
の
御
活
躍
と
御
健
勝
、
御
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
の
ぞ
み
、
こ
の
度
の
友
好
書
道
展
・

中
国
展
と
愛
知
県
展
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
格
別

の
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
愛
知
県
・
江
蘇
省
書
道

展
実
行
委
員
会
事
務
局
の
皆
様
に
衷
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
謝
々
。


